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鈴
木
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そ

の

魂
の
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流
に

聴
く

』
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熊
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は
じ
め

に

　

本
書
は
、

西
田

幾
多

郎
と

鈴
木
大

拙
と

い

う

二

人
の

世
界
的
思
想
家
の

親
密
な
思
想

的
交
流
の

軌
跡
に

焦

点
を

合
わ

せ
、

そ

の

具
体
的
内
実
に

迫

り

な
が

ら
、

そ

の

現
代
的
意
義
ま

で

論
及
す
る

書
で

あ
る

。

構
成
は

二

部

に

分
か

れ
、

十
章
か

ら

な

る
→

部
で

は
、

西
田

と

大
拙
の

思

想
的
影

響
関

係
が

時
系
列
に

描
写
さ

れ、

六

章
か

ら

な
る
二

部
で

は、

各
章
で

二

人
の

宗
教
哲
学
に

つ

い

て

各
論
的
に

焦
点
を
し
ぼ

り
な
が

ら
、

彼
ら
の

宗
教
哲

学
の

核
心
に

せ

ま

る

究
明
が

試
み

ら

れ

て

い

る
。

本
書
の

構
成
と

特
徴

構
成
は

次
の

通
り

で

あ
る

。

は

し
が

き

1
　
寸

心
と

大
拙
の

魂
の

交
流
に

つ

い

て

　
は

じ
め

に

　
一
　

大
拙
の

渡
米
す
る

ま
で

十 九 八 七 六 五 四 三 二

大
拙
の

渡
米
後、

帰
国
ま

で

京
都
の

寸
心
と

東
京
の

大

拙

二

人
の

京
都
時
代

鈴
木
ビ

ア

ト
リ

ス

夫
人
の

死

の

こ

ろ

ま

で

山

本
良
吉
の

死

の

衝
撃
な
ど

寸
心、

鎌

倉
の

晩
年
の

こ

ろ

二

人
の

浄
土
真
宗
へ

の

関
心
な

ど

寸
心
「

場

所
的
論
理

と

宗
教
的
世
界

観
」

の

完
成
へ

寸
心
の

死
と

大
拙

H
　
寸
心
と

大
拙
の

宗
教
哲
学

　
一
　

大
拙
に

お

け
る

禅
と

浄
土

　
二

　
大
拙
の

浄
土
教
観
1

還

相
の

問
題
を

め
ぐ
っ

て

1

　
三

　
西
田

幾
多
郎
と

真
宗

　
四

　
鈴
木
禅
学
と

西
田

哲
学
−

個
と
超
個
の

思
想
を

め

ぐ
っ

て

1

　
五

　
縁
起
と

個
物
−

仏
教
と

西
田
哲
学
−

　
六
　
寸
心
と

大

拙
の

世
界
的
意
義
に

つ

い

て

　
と

こ

ろ

で

著

者
に

は、

本
書
と

相
補
完
的
な

関
係
に

あ

る
『

西
田
幾
多

郎
と

仏
教
』

と

い

う
前
著
が

あ

る

が、

時
系
列
の

本
書
一

部
は、

前
著
と

本
書
二

部
の

各
論
を
結
び

付
け、

全
体
と

し
て
一

つ

の

西
田
・

大
拙
の

宗

教
哲

学
論
と

す
る

縦
糸
の

よ

う
な

役

目
を

果

た

し

て

い

る
。

著
者
は

、

「

は

し
が

き
」

で

内
容
に

重
複
の

あ

る
こ

と

を

認
め、

「

強
調
し

た

い

と

こ

ろ

と

し

て

お

許
し

い

た

だ
き

た

く
思
う

」

と

述
べ

る

が、

そ

れ

ら

の

重

複
は、

む

し

ろ

縦
糸
と

横
糸
の

結
び

目
と

な
り

、

あ

る

い

は

ま

た

各
論
の

論
及

範
囲
が

重
な

り
あ
う
面
と

も

な
っ

て
、

西

田
と

大

拙
の

宗
教

哲
学
を
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立

体
的
に

捉
え

る

手
掛
か

り

と

な

っ

て

い

る。

　

ま
た

本
書
に

は
、

西
田
と

大

拙
自
身
の

著
書

・

書
簡
・

日
記
だ

け

で

な

く、

多
く
の

研
究
者
に

よ
る

先
行
研
究
が

引
用
さ

れ

て

い

る
。

引
用
は
、

参
考

箇
所
を

指
摘
す
る

だ
け

で

な

く
、

煩
を

厭
わ

ず
に

（
か

な

り

長
文
で

あ
っ

て

も）

本
書
に

転
載
さ

れ
、

先
行
研
究
が
著
者
の

論
に

消
化
さ

れ、

新
し

い

展
開
を
見
せ

る
。

こ

れ

ら

の

引
用
は、

前
著
と
合
わ
せ

て

西
田

と

大
拙
の

宗
教
哲
学
研
究
に

関
す

る

索
引
的
役
割
を

果
た
し、

諸
々

の

先
行

研
究
を
つ

な

げ
る

結
び

目
と

も

な

っ

て

い

る
。

　

と

こ

ろ

で
、

西
田
と

大
拙
の

関
係
を
端
的
に

語
る

の

に
、

森
本
省
念
や

秋
月
龍
眠
に

よ
る
「

西
田
幾
多
郎
と

鈴
木
大
拙
を
一

人

格
に

し

て

み

る
」

と

い

う
考
え
が

よ
く
引
用
さ
れ

る
が
、

こ

れ

が

意
味
す
る

内
実
の

理
解
は

そ
う

簡
単
で

は
な
か

っ

た
。

な

ぜ

な

ら、

こ

の

言
葉
の

理
解
に

は、

そ
の

前
提
と

な
る

大
拙
の

「

日
本
的
霊
性
」

の

理

解
、

そ

し
て

秋
月
ら
が

見
て

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
に

ん

い

る

「

西
田

幾
多
郎
（
寸
心
と

と

「

鈴

木
大
拙
」

の

個
々

の

人
お

よ

び

そ

の

結
び
つ

き
の

理
解

、

そ
し

て

そ
の

コ

人
格
」

に

込
め

ら

れ
た

含
意

の

理

解
が

必
要
と

な
る

か

ら
で

あ
る
。

本
書
は

、

一

部
と

二

部
（
そ

し

て

前
著
を〉

を
合
わ
せ

る

こ

と
で
、

そ

れ
ら

の

意
味
が

縦
横
に

論
及
さ

れ

て

お

り、

こ

の

秋
月
の

言

葉
を

実
感
を
伴
っ

て

深
く
理

解
さ

せ

る

も
の

に

な

つ

て

い

る
。

　
1
　
寸
心
と
大
拙
の

魂
の

交
流
に

つ

い

て

　
］

部
で

描
か

れ
る

二

人
の

学
究
上
の

影
響
関
係
は

、

現
代
で

言
え
ば
共

同
研
究
者
の

よ

う
な

印

象
を

受
け
る

が、

そ
の

影
響
関
係
は

彼
ら

の

生
そ

の

も

の

に

深
く
か

か

わ
っ

て

い

る
。

そ
こ

で
、

本
書
で

取
り

挙
げ
ら

れ

た

中
で

も

特
に

興

味
を

引
い

た

二

人
の

思
想
上
の

交
流
を

以
下
に

紹
介
し

よ

う
。

　
］

章
で

は
、

四

高
講
師
で

あ
っ

た
西
田

は
、

明
治
二

十
九
年
か

ら
雪
門

に

参
禅
を

始
め

る

が
、

そ

れ
に

は

大
拙
が

渡
米
に

先
立
ち

出
版
し

た
『

新

宗
教
論
』

が

大
い

に

刺
激
に

な
っ

た
と
い

う
。

ま
た

二

章
で

は、

渡

米
後

の

大
拙
が

『

大

乗
起

信
論
』

の

英
訳
開
始
を
西
田
に

伝
え、

訳
出
へ

の

助

力
を
頼
ん

で

お

り、

「

大

拙
の

英
訳
『

起
信

論
』

の

蔭
に

は、

寸
心
の

惜

し

み

な

い

協
力
が

あ
っ

た
」

と

い

う
。

ま

た
、

在
米
中
の

大
拙
が
、

自
ら

読
ん

で

「

数
年
来
な

き

命
の

洗
濯
し
た
り

」

と

語
る、

ウ

ィ
リ
ア
ム

・

ジ

ェ

ー

ム

ズ
の

『
宗
教

経
験
の

諸
相
』

を
西
田
に

強
く
勧
め
、

西
田
は
初
め

て

ジ
ェ

ー

ム

ズ
を

知
る

こ

と

と

な
る

。

そ

の

後
も
ジ
ェ

ー

ム

ズ

の

動
向
を

気
に

す
る

西
田

の

た

め

に、

大
拙
は

ジ
ェ

ー
ム

ズ

に

手
紙
を
書
い

て

論
文

を
入
手
し
、

わ

ざ
わ

ざ

西
田

に

送
っ

て

い

る
。

ま
た
、

マ

ッ

ハ

の

書
物
も

大
拙
が

提
供
し

た

よ

う
で、

西
田

の

処
女
作
『

善
の

研
究
』

完
成
の

背
景

に

大
拙
が

深
く

関
わ

っ

て

い

る

こ

と

に

な

る
。

　
三

章
で

は
、

大
拙
の

十
数

年
ぶ

り

の

帰
国
に

際
し

て
、

当
時
学
習
院
教

授
で

あ
っ

た

西
田
が

そ

の

仕
事
先
を
探
し
、

結
果
的
に

大
拙
は

学
習
院
講

師
と

な
る

。

そ

の

後、

京
都
大

学
に

移
る

西
田

は、

懇
意
に

し

て

い

た

佐
々

木
月
樵
に

協
力
し
て

大

拙
が

大
谷
大
学
に

移
籍
す
る

こ

と

に

深
く
協

力
し、

大
拙
の

京
都
で

の

住
居
も

探
し

て

い

る
。

こ

の

頃
に、

西
田
の

弟

子
・

務

台
理
作
が

『

歎
異
抄
』

や

随
筆
「

愚
禿

親
鸞
」

に

つ

い

て

の

印
象

を

西
田
に

話
し

た
と

き、

西
田

は

次
の

よ

う
に

明
る
い

笑
い

を

交
え
て

話

し
た

と

い

う
。

　
　

「

自
分
は

臨
済
禅
を
や

っ

た

が
、

生
家
は

真
宗
で

あ
り、

と

く
に

母

　
　

は

信
心
深
か

っ

た
の

で、

少
年
時

代
か

ら

親
鸞
は

未
知
で

は

な
か

っ

　
　

た
。

長
じ

て

『

歎
異
抄
』

を

読
ん

で

心
を
う
た
れ

た
。

親
鸞
の

思
想

208〔836）
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に

入
る

に

は

『

歎
異
抄
』

が
一

番
い

い

と

思
っ

て

い

る
。

た

だ

私
は

　

　

宗
教
思
想
に

つ

い

て

は

友
人

の

鈴
木
大
拙
に

は

及
ば
な
い

。

彼
は

宗

　

　

教
的
天

才
で

あ
る

と

と

も
に

す

ぐ
れ

た

実

践
思

想
家
で

も

あ
る

。

」

　

こ

の

引
用
は
、

後
の

西
田
・

大

拙
・

務

台
の

宗
教

哲
学
（
特
に

真
宗）

を

め

ぐ
る

関
係
の

伏
線
と

言
え
る

。

　

四

章
で

は、

二

人
の

京
都
時
代
が
描
か

れ

て

お

り
、

前
述
の

佐
々

木

月

樵
が

、

真
宗
だ

け

で

な
く

華
厳
に

関
し

て

も

西
田
と

大
拙
に

影
響
を
与
え

た

可
能

性
が

あ
る

こ

と

も

本
書
で

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

　

五
章
で

は
、

西
田

と

大
拙
が
、

お

そ

ら

く

本
格
的
な

哲
学
論
文
も

含
め

て

「

お

互
い

の

著
作
・

論
文
を

交

換
す
る

中
で

、

さ

ら
に

互
い

の

思

想
を

確
か

め
合
い
、

啓
発
さ
れ
」

あ
っ

た
り、

ま
た
西
田

が
「

折
に

つ

け、

禅

語
の

出
典
な

ど

を

大
拙
に

尋
ね、

大
拙
は

そ
の

折
々
、

こ

ま
め

に

返

事
」

を

し

て

い

る

様
子
や
、

西
田

が

大

拙
に

ア

メ

リ

カ

か

ら

本
を
購
入
す
る

手

段
を
尋
ね

た

り
す

る

な

ど
、

二

人
が

学

問
上

助
け

合
う

姿
が

う
か

が

え

る
。

　

こ

こ

で
、

大

拙
が

昭
和
十
五

年
に

出
し

た

『

禅
と

日

本
文

化
』

（
日

本

語

版
）

に

対
し
て、

西
出

は
、

「

私
は

思

想
E、

君

に

負
ふ

所
が

多
い
」

と

い

う

言
葉
で

締
め
く
く
る

「

序
」

を

書
き、

ま

た

同
じ

頃
に

西
出

が

出

し
た

『

日

本
文
化
の

問
題
」

に

は
、

「

東

洋
精
神
の

枢
軸
は

無
心
に

あ
る

と

考
へ

ら

れ
る

（
鈴
木
大
拙）

。

」

と
、

大
拙
の

『

無
心
と

い

ふ

こ

と
』

か

ら

の

引
用
が

あ
り
、

そ
の

相
互

の

影
響
が
指
摘
さ
れ

て

い

る
。

　
ま

た
こ

の

章
で

著
者
は、

『

禅
と

口

本
文
化
』

が

近
代
日

本
の

軍

国
主

義
へ

の

側
面
支
援
の

傾
向
を

持
つ

と

い

う
大
拙
へ

の

批
判
を
紹
介
し

な

が

ら

も、

そ

れ

に

対
し

て
、

禅
の

そ

う
し

た
側
面
に

つ

い

て

は

大

い

に

冷
静

に

吟

味
・

反

省
し

な
け

れ

ば
な

ら

な

い

と
し

つ

つ
、

大

拙
（
そ

し
て

西

田
）

が

「

某

本
的
に

全
体
主

義
に

ま
っ

た

く
反

対
で

あ
り、

現
実
の

戦
争

に

は

反

対
で

あ
っ

た

と

思
う
」

と

す
る

。

そ
の

証
左
と
し

て、

学

徒
出
陣

時
の

大

谷
大

学
で

の

集
会
に

お

け

る

大
拙
の

挨
拶
の

様
子

が

紹
介
さ
れ

て

い

る
。

そ

こ

で

大
拙
は、

配

属
将
校
の

演
説
の

後
に、

公

然
と

「

ど
う

い

う
理
由
が

あ
っ

て

ア

メ

リ

カ

の

青
年
と

日

本
の

青
年
が
殺
し
合
い

を
し

な

け
れ
ば
な

ら

ん

の

か
」

「
…

こ

う
い

う

馬
鹿
げ

た
戦

争
は

必
ず
終
わ

る

に

決
ま

っ

て

い

る
。

終
わ
っ

た
あ
と

の

新
し

い

世

の

中
は
君

た
ち

が

創
る

べ

き

で

あ

る
。

だ
か

ら

君
達
は
、

こ

の

戦

争
で

決
し

て

死
ん
で

は

な
ら

な

い
。

捕
虜
に

な
っ

て

で

も

よ

い

か

ら
生
き

て

帰
っ

て

く
る

べ

き

で

あ
る

」

と

自
ら
の

信
念
を
示
し

た

と

い

う
。

田
村
寛一、一
に

よ

っ

て

『

大

乗
禅
』

に

て

紹
介
さ

れ
た
も
の

で、

大
谷
で

は
有
名
な
話
と
い

う
が、

そ

れ

以
外
の

者
に

は
あ
ま
り
知
ら
れ

て

い

な
い

事
で

あ
ろ

う
。

　

六

章
で

は、

西
田
は
、

田

辺
元

の

『

正

法
眼

蔵
の

哲
学

私
観
』

を

激
し

く
批
判
し

て

お

り、

大
拙
に

多
く

の

禅
語
（
「

平
常
心
是
道
」

「

驢

顱
井
々

觀
驢
」

等
）

や

道
元
に

つ

い

て

教
示

を

受
け
て

い

る
。

そ

し
て

大

拙
は

、

田

辺
で

は

な

く

西
田

を

援
護
す

る

立
場
を
と
っ

て

い

る

こ

と
が

わ
か

る
。

西
田

は
、

こ

の、
頃
に

書
か

れ

た

大
拙
の

『

盤
珪

の

不
生

禅
』

（
弘

文
堂
）

に

非

常
に

関
心
を

持
ち、

さ
ら

に

大
拙
の

『

盤

珪
禅
師
語
録
』

の

出
版
を

岩
波

書
店
に

強
く
は

た
ら
き
か

け

て

実
現
さ
せ

て

い

る
。

相
変
わ
ら
ず
互

い

に

書
い

た

も
の

を
交
換
し
あ
い

、

西
田

は

大

拙
と

の

関
係
を

「

か

れ

は

宗
教、

私
は

哲
学
だ

が、

ま

っ

た

く

同
じ

考
え

で

す
」

と

伝
え

、

大
拙
の

「

禅
と

日

本
文
化』

『

無
心
と
い

ふ

こ

と
』

『

盤

珪
の

不
生

禅
」

を
す
す
め

て

い

る
。

　
七

章
に

は
、

ま

ず
大
拙
の

「

文

化
と

宗
教』

（
昭
和
十
八

年
）

に

対

す

る

西
田

の

「

大

拙
君
は

高
い

山
が

雲
の

上

へ

頭

を
出
し

て

居
る

様
な

人

で
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あ
る
」

で

始
ま

る

序
文
が

引
用
さ

れ
て

い

る
。

西
田

は、

こ

の

序
の

中

で、

大

拙
に

関
す
る

三

百
字
程
の

人
物
評
を
し

た

後
に、

『

文
化
と

宗
教
』

の

中
で

も

次
の

四

点
を
「

深
い

意
味
の

あ

る

言
と

思
ふ
」

と

す
る

。

つ

ま

り、

（
一
）

時
が

独
尊
者
の

痕
跡
で

あ
る

こ

と
、

（
二
）

自
分
が

自
分
で

あ

り

な

ら

が

自
分
で

な

い

と

い

う
心
が、

自
分
が

自
分
が

と

い

う
心
の

底
か

ら

出
て

来
る
と
、

人
間
が

自
然
で

自
然
が

人
間
で

あ
る
こ

と、

（
三
）

白
雲
未

在
の

公
案

、

（
四）
生
死
は

脱
得
す

べ

き

も
の

で

な

く、

死
が

即
ち
生
で

あ

る

か

ら
、

生
死
は

生
死
す
る

外
な
い

こ

と

で

あ
る
。

本
書
で

は
、

こ

れ
ら

の

点
が

西
田
の

最
終
的
な

宗
教

論
の

中
で

ど

こ

に

通
じ

て

い

く
の

か

解
説

さ

れ
て

い

る。

ま

た、

こ

の

頃
に

西
田

は、

後
の

「

場
所
的

論
理
と

宗
教

的
世
界

観
」

に

て

「

逆
対
応
」

を

説
明
す

る

際
に

多
用
す
る

「

億
劫
相
別

而
須
臾
不
離、

尽
日
相
接
而
刹
那
不
接
」

の

句
を
久
松
真
一

か

ら

知
ら
さ

れ、

大

拙
に

こ

の

句
の

出
典
を

問
い

合
わ

せ

て

い

る
。

西
田
は、

徐
々

に

「

哲
学
の

終
結
」

と

し

て

宗
教
を
本
格
的
に

論
じ
る

た
め

の

準
備
を

進
め

る

が、

そ
の

背
後
に

は

大
拙
の

強
い

影
響
が
あ
る

こ

と

が
わ

か

る
。

　

八、

九
章
で

第
一

部
は

「

場
所
的
論
理

と

宗
教
的
世

界
観
」

の

完
成
に

向
か

い
、

ク

ラ

イ
マ

ッ

ク

ス

を

む
か

え
る

。

こ

こ

で

は、

大

拙
の

『

浄
土

系
思
想
論
」

（
昭
和
十
七

年）

や

『

日

本

的
霊

性
』

（
昭

和
十

九

年）
、

務

台
理

作
の

『

場
所
の

論
理

学
』

（

昭
和
卜
九
年）

、

そ

し

て

田

辺
元
の

親
鸞

へ

の

反
発
な
ど

が

前
後
し

て

有
機
的
に

絡
み

合
い

な

が

ら

西
田
へ

と
刺
激

を
与
え、

そ

の

最
終
的
な

宗
教
哲
学
に

流
れ
込
ん

で

い

く
様
子
が

よ
く
わ

か

る
。

前
著
で

も

論
及
さ

れ

て

い

る

が、

西
田
が

務
台
か

ら

『

場
所
の

論

理
学』

を
贈
ら

れ

た

の

が

昭
和
十
九

年
末、

大

拙
か

ら
「

金
剛

経
の

禅
」

を

含
む

「

日

本
的
霊

性
』

を

受
け

取
っ

た

の

が

昭

和
二

十
年
二

月一．一
日

で、

そ

の

翌
日
に

西
田

は

「

場
所
的
論
理
と

宗

教
的
世
界
観
」

を

書
き
始

め
た
と

い

う
。

そ
し
て

約
一

ヵ

月
後、

西
田
は

大
拙
に

自
ら
の

宗
教
論
の

核
心
を
明
か

す

書
簡
を
送
る

。

本
書
で

特
に

強
調
さ

れ

る

も
の

で
、

一

部

そ

の

ま

ま

引
用
し

よ

う
。

　
　
「

私
は

今、

宗
教
の

こ

と

を

か

い

て

ゐ

ま

す
。

大
体、

従
来
の

対
象

　
　

論
理
の

見

方
で

は

宗
教
と

い

ふ

も
の

は

考
へ

ら
れ

ず、

私
の

矛

盾
的

　
　

自
己

同
一

の

論
理、

即
ち

即
非
の

論
理
で

な

け

れ

ば
な
ら
な

い

と

云

　
　
ふ

こ

と

を

明
に

し

た

い

と

思
ふ

の

で

す
。

私
は

即
非
の

般
若
的
立
場

　
　
か

ら

人
と

い

ふ

も

の

即
ち

人
格
を

出
し

た

い

と

お

も
ふ

の

で

す
。

そ

　
　
し

て

そ

れ

を
現
実
の

歴
史
的
世
界
と

結
合
し

た

い

と

思
ふ

の

で

す
。

」

　

著
者
は
、・

こ

の

書
簡
に

お

い

て

「

寸
心
は
、

宗
教
は

対
象
論
理

で

は

把

握
で

き
な
い

こ

と、

大
拙
の

即
非
の

論
理
す
な
わ
ち

寸
心
の

絶
対
矛

盾
的

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

に

ん

自
己
同
一

の

論
理
こ

そ
が

明
ら
か

に

す

る

こ

と、

そ

こ

に

人
・

人
格
を

打

ち

出
し

、

し
か

も
歴
史
的
現
実
世
界
に

つ

な

げ
る

の

だ

と

言
っ

て

い

る
。

宗

教
か

ら
歴
史
へ
、

自
己
の

絶

対
者
と

の

関
係
の

自
覚
か

ら

現
実
世
界
で

の

働
き
へ

、

そ

れ
が
寸
心
の

最
後
の

問
題
な
の

で

あ

っ

た
」

と

し

て、

こ

こ

に

「

今
日
に

お

い

て

も、

仏
教
界
に

お

い

て

深
く

問
わ

れ

て

い

る

重
要

な

問
題
」

を
見
て

い

る
。

西
田

は、

同
じ
書
簡
の

中
で

「

君
の

『

日

本
的

霊

性
』

は

実
に

教
へ

ら

れ

ま

す
（
無
念
即
全
心
は

面
白
い
）
」

と

書
い

て

お

り、
「

無
念
即
全
心
」

に

つ

い

て

は
、

翌
日
の

書
簡
で

そ
の

出
典
を

大

拙
に

尋
ね

て

い

る
。

こ

の

他
に

も、

西
田

は
宗
教
を

論
じ

る

際
に

、

大
拙

か

ら

多
く
の

示
唆
を

得
て

い

た

と

い

う。

九
章
の

最
後
に

は
、

「

場

所
的

論
理
と

宗
教
的
世
界
観
」

か

ら

十
ヶ

所

程
の

文
が

引
用
さ

れ、

大
拙
の

思

想
と

の

つ

な
が

り
が

示
さ
れ
て、

『

日
本
的
霊

性
』

の

「

場
所
的
論
理
と

宗
教
的
世
界
観
」

へ

の

強
い

影
響
が

見
て

取
れ

る
。
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書評 と 紹介

　

11
　
寸
心

と

大
拙
の

宗

教
哲
学

　

二

部
の
一
、

二

章
は、

主
に

大
拙
の

禅
と

浄
土
に

関
す
る

独
内
の

理

解

が

論
及

さ
れ

て

い

る
。

そ

こ

で

大
拙
は
、

個
が

超

個
に

開
か

れ

な
が

ら

も、

あ

く
ま

で

個

と

し

て

働
く

と

い

う

「

真

空
妙
用
」

を
重
視
し
、

浄
ヒ

教
に

つ

い

て

は、

こ

の

現

実
世

界
で

働
く

た

め

に

浄
土
か

ら
直
ぐ
に

還
っ

て

く
る

と

い

う
「

還
相
」

を

強
調
し

て

い

る
。

こ

う
し

た

大

拙
の

立

場

は
、

西
田

の、

宗
教
の

世

界
か

ら
人

（
人
格）

と

い

う
根
源
的
な

主
体
が

出
て、

歴
史

的
現

実
世
界
に

お

い

て

働
く
と

い

う

「

平
常
底
」

の

立

場
と

一

致
し

て

い

る
。

も

っ

と

も、

こ

う
し

た
大

拙
の

浄
⊥

教
理

解
は、

曽
我

量

深
に

よ

れ
ば
〜

遍
上
人

に

最
も
近
い

と
さ
れ

、

著
者
も

、

金
子

大
栄
を

引
き
な
が

ら

「

や

は

り
禅

的
で

あ
る

と

思
う

」

と

し

て

い

る
。

が、

著
者

は
、

ま

さ

に

そ
う

し

た
西

田
と

大
拙
が

共
に

重
視
す

る、

宗
教
の

世
界
と

現
実
の

世
界
の

結
び
つ

き

を
い

か

に

し

て

人
に

お

い

て

実
現
し

て

い

く
の

か
、

と

い

う
こ

と

を

今
日

的
課
題
と

考
え
て

い

る
。

　
三

章
で

は
、

西
田

と

真

宗
の

関
係
が

年
譜
形
式
で

揚
げ
ら
れ、

特
に

清

澤
満
之

と

の

関
係
が
ま

と

め

ら

れ

た

後
に

、

西
田

に

よ

る

真
宗
（

親
鸞）

へ

の

評
価
（
共
感）

と

批

判
が

論
及
さ

れ
る

。

清

澤
と

の

関
係
の

中
で

は
、

西

村

見

曉
『

清
澤

満
之

先
生
』

か

ら

引
用

が

さ

れ

て
、

西

田

の

「

我
々

が

此
処
に

生
れ、

此
処
に

働
き、

此

処
に

死
に

ゆ

く
、

こ

の

歴
史

的
現
実
の

世
界
は、

論
理

的
に

は

多
と
一

と

の

矛

盾
的
自
己

同
一

と

云

ふ

べ

き

も

の

で

な
け

れ
ば
な
ら

な

い
」

（
『

口

本

文
化
の

問
題
』

∀

の

言
葉
が

、

清
澤
『

宗
教
哲
学

骸

骨
』

の

根

本
に

据
え

ら
れ
た

思

想
と

同
じ
で

あ
る

と

い

う
意

見
が

紹
介
さ
れ

て

い

る
。

　
と

こ

ろ

で、

白
己
が

個
の

極

限
に

徹
す
れ
ば
徹
す
る

ほ

ど
］

転
し
て

逆

に

神
（

仏）
に

触
れ

る
と

い

う

「

逆
対
応
」

は
、

西
田

の

宗
教
哲
学
の

核
心

の

一

つ

で

あ
る

が
、

そ

れ
は
、

「
歎

異
抄』

の

「

親

鸞
一

人
が

た

め

な

り

け

り
」

に

お

い

て
最
も
よ

く
表
わ

さ

れ

て

お

り
、

真
宗
が
、

西
田

の

宗

教

哲

学
の

根
本
か

ら

深
い

影
響
を
与
え

て

い

る

と

い

う
。

そ

の
一

方
で、

西

田

は
、

真

宗
を

全
面
的
に

受

け

入

れ

る

の

で

は

な

く、

親
鸞
に

は

歴
史

的

世
界
へ

出
て

く
る

可

能
性
が

あ
る

に

も

関
わ

ら

ず、

そ

れ
が

十
分
に

把

握

さ

れ
て
い

な
い

と

批

判
し

て

従
来
の

親
鸞
理

解
に

異
議
を
唱
え
て

い

る

と

い

う
。

西
田
は、

親

鸞
の

自
然
法
爾
を
「

事
に

当
つ

て

己
を

尽
く
す

と

云

ふ

こ

と

が

含
ま

れ
て

ゐ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
」

な
が

ら

も
「

併
し
自
己
の

努

力
そ

の

も

の

が

自
己
そ
の

も
の

で

は

な

い

と

知
る

こ

と
」

と

し

て

独
自

の

理

解
を
示

す

の

で

あ
る

（
『

日

本
文
化
の

問
題
』）

。

　

四

章
で

は
、

西
田

と

大
拙
の

立

場
が、

個
と

超
個
の

関
係
に

お

い

て

論

じ

ら
れ、

二

人
の

思
想
的
一

致
と

と

も
に

、

哲
学
者
と

宗
教
者
と

い

う
立

場
の

差
異
も
明
ら

か

に

な

っ

て

い

る
。

思

想
E
の
一

致
と

し

て

は
、

、
西
田

と

大
拙
が

「

宗
教
的
実
存
に
、

個

即
超
個
・

超
個
即
個
を

、

い

な

む

し

ろ

個
即
非
超
個
・

超
個
即
非
個
を

見
て

い

く
こ

と
」 、

「

禅
も

真

宗
も
（
キ

リ

ス

ト

教
も

）

、

そ

の

事

実
の

自
覚
の

道
で

あ
る

と

す
る

こ

と
」 、

「

そ

の

実

存

す
な

わ

ち
『

人
』

が
、

全
体
作
用
す
る

に

至
る

こ

と
」

に

著
者
は

二

人

の

共
通
性
を
見
て

い

る
。

「

方、

差
異
と
し
て

は
、

大

拙
が

「

超
個
」

の

内

容
を

あ
ま

り

説
明
し
な

か

っ

た
の

に

対
し、

酉

田
は、

そ

の

内
容
を

「

絶
対
者
の

自
己
否
定
」

と

し
て
、

個
と

超
個
の

関
係
を

「

逆
対
応
」

の

関
係
と

し、

さ

ら

に

そ

う
し

た

超
個
に

よ

る

自
己

否
定
（
絶

対
無）

に

お

い

て

成
立
す

る

個
が

歴

史
的
現

実
世

界
に

お

い

て

創
造
的
主

体
と

な
る

「

平
常
底
」

を

語
る

こ

と

に

な

る
。

こ

う
し

た

西
田
の

論
理

展
開
は、

大

拙
に

は

見
ら

れ

ず、

西
田

の

哲
学
者
と

し

て

の

面
目
が

あ
る

よ

う
だ

。

　
五
章
で

は
、

華
厳
に

特
徴

的
な、

自
己

（

主

体）

が

そ

の

中
に

組
み

込
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ま
れ

る

全

体
と

し

て

の

縁
起
と
、

西
田
の

「

個
の

哲
学
」

の

共
通

性
と

差

異
が

論
じ
ら
れ

る
。

西
田
の

個
物

重
視
の

哲

学
で

は
、

「

個

物
の

論
理
構

造
は、

絶
対
無
と
い

う
場
に

お

い

て

成
立
し
、

か

つ

他
の

個
物
と

関
係
し

て

成
立

す
る

」

こ

と

に

な
る

。

こ

の

西
田
の

「

絶
対
無
の
一

般
者
の

下
に

個
物
が

成
立
し

て

い

る
」

と

い

う
こ

と

が
、

華
厳
の

理

事
無
礙
に

相
当
し

て
、

そ

の

絶
対
無
の

自
己
否
定
が

真
如
不
守
自
性
と
冖

致
し

、

理

事
無
礙

か

ら

事
事
無
礙
へ

と

理
が

消
え
る

こ

と

と

照
応
す
る

。

そ

し

て

「

個
物
は

個
物
に

対
し

て

個
物
で

あ
る
」

と

い

う
こ

と

が

事
事
無
礙
に

相
当
す

る

と

し

て
、

華
厳
の

世
界
観
と

西
田
哲
学
の

非
常
な
近
似
性
が

示

さ

れ

る
。

た

だ
、

西
田
は
、

キ

リ

ス

ト
教
と
の

対

話
を
通
し
て

個
物
を
自
ら

決
定
す

る

歴
史
創
造
の

主
体
と

し

て

考
え
る

が
、

華
厳
で

は、

個
が

主
体
性
を

発
揮

し
て

世
界
を
再
構
成
し

て

い

く
と

い

う
考

察
が
乏
し
い

と

い

う
。

西
田

哲

学
は

、

こ

の

よ

う
に

仏
教
に

あ
ま

り

見
ら

れ

な
い

「

創
造
的
世
界
の

創
造

的
要
素」

と

し

て

の

主

体
を
打
ち

出
す

と

い

う
と
こ

ろ
に
、

現
代
日

本
に

お

け

る

重
要
な
意
味
を

持
つ

と

考
え

ら

れ

る
。

　

六
章
は、

世
界
が
一

極
支
配
さ

れ

か

ね

な

い

今
日
に

お

い

て
、

世
界
に

謙
虚
に

学
び

な
が

ら

も

「

日

本
と

い

う
特
殊
に

い

か

に

普
遍
を
見
出
し

て

い

く
か
」

を
追
求
し

た

西
田

と

大
拙
の

今
日

的
な

意
義
が
提
示
さ

れ

る
。

二

人
の

思
想
は、

二

元
論
を

前
提
と

す
る

ジ
ョ

ン

・

ピ

ッ

ク

の

宗

教
多
元

主
義
の

立

場
と

は

異
な

り、

ど
の

宗
教
に

も

共
通
し

た

人
（
個
）

と

神

（

超
個）

と

の

関
係
の

論
理

構
造
を

明
ら

か

に

す

る

こ

と

に

お

い

て
、

諸

宗
教
の

共
存
を
は

か

る

も

の

と

な

っ

て
い

る
。

そ

れ

は

多
様

性
の

共
存
を

否
定
す

る
も
の

で

は

な
く、

理
と

し
て

の
一

元

性
を

求
め

る

こ

と
に

よ

り
、

か

え
っ

て

事
と

し

て

の

多
様
性
を
そ

の

ま

ま

容
認
す
る

こ

と

が

可
能

な
立

場
で

あ
る

。

二

人
の

思
想
は
、

「

各
々

が

特
殊
性
を

保
ち

つ

つ

十
分

に

共
存
共
生
で

き

る
」

方
向
を
示

す

も

の

と

し

て
、

「

今

後
の

宗
教
哲
学

の

展

開
に

重
要
な

役
割
を
果
た
し、

か

つ

現
実
世
界
の

歴
史
の

創
造
に

大

き
な

役
割
を

果
た

す

も

の
」

と

考
え
ら

れ

る

の

で

あ
る

。

　
お
わ
り
に

　

時
系
列
を

縦
糸
に

各
論
を

横
糸
に

編
ま

れ

た

本
書
に

は
、

宗
教
哲
学
上

の

問
題
を

扱
い

な

が

ら

も、

歴
史
的
現
実
の

世
界
に

生
き

る
西
田
と
大
拙

の

人
が

描
か

れ

て

い

た
。

ま

た、

二

人
の

宗
教
哲
学
が
、

過
去
の

も
の

と

し
て

対
象
的
に

研
究
さ

れ

る

だ
け

で

な

く
、

ま

さ

に

今
の

歴
史
的
現
実
と

し
て

の

日

本
の

宗
教
（

特
に

仏
教）

に

お

い

て

重

要
な
役
割
を

持
つ

こ

と

が
示

唆
さ

れ
、

現
実
に

生
き
る

著
者
自
身
に

と
っ

て

も
強
い

影
響
を
与
え

て

い

る

こ

と

が

触
れ

ら

れ
て

い

る。

そ

う
し

た

こ

と

を

視

野
に

入
れ

る

と
、

宗
教
哲
学
の

世
界
か

ら

出
て

歴
史
的
現
実
に

お

い

て

個
と

し

て

働
く

と

い

う
事
態
は
、

西
田
と

大

拙
の

思
想
の

核
心
で

あ
る

と

同
時
に
、

そ

の

ま

ま

本
書
自
体
の

基
調
を

な
し

て

い

る
よ

う
に

思
わ
れ
た

。
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